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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年10月22日(2009.10.22)

【公表番号】特表2009-507976(P2009-507976A)
【公表日】平成21年2月26日(2009.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2009-008
【出願番号】特願2008-530483(P2008-530483)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  75/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/51     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/3477   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  75/04    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/51    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/3477  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月3日(2009.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ）オキサホスホリンオキシド（ｏｘａｐｈｏｓｐｈｏｒｉｎｏｘｉｄｅ）、亜ホスホン
酸及び亜リン酸からなる群より選択された少なくとも１種のリン含有のオキソ酸のエステ
ル誘導体；
ｂ）窒素化合物をベースとした少なくとも１種の難燃剤成分；及び
ｃ）ポリウレタンポリマー基材
を含む組成物。
【請求項２】
ａ）亜ホスホン酸及び亜リン酸からなる群より選択された少なくとも１種のリン含有のオ
キソ酸のエステル誘導体；
ｂ）窒素化合物をベースとした少なくとも１種の難燃剤成分；及び
ｃ）ポリウレタンポリマー基材
を含む組成物。
【請求項３】
ａ）少なくとも１種の亜ホスホン酸及び亜リン酸のエステル誘導体；
ｂ）メラミンシアヌレート；及び
ｃ）ポリウレタンポリマー基材
を含む請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
ａ）
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【化１】

【化２】

【化３】

【化４】

【化５】
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【化６】

【化７】

【化８】

【化９】

【化１０】

及び
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【化１１】

からなる群より選択された少なくとも１種の亜ホスホン酸及び亜リン酸のエステル誘導体
；
ｂ）メラミンシアヌレート；及び
ｃ）ポリウレタンポリマー基材
を含む請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
ａ）
【化１２】

【化１３】

【化１４】
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【化１５】

【化１６】

及び
【化１７】

からなる群より選択された少なくとも１種の亜ホスホン酸及び亜リン酸のエステル誘導体
；
ｂ）メラミンシアヌレート；及び
ｃ）ポリウレタンポリマー基材
を含む請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
ａ）トリスノニルフェニルホスフィット（ＴＮＰＰ）、トリフェニルホスフィット（ＴＰ
Ｐ）、ジフェニルホスフィット（ＤＰＰ）、フェニルジイソデシルホスフィット（ＰＤＤ
Ｐ）、ジフェニルイソデシルホスフィット（ＤＰＤＰ）、ジフェニルイソオクチルホスフ
ィット（ＤＰＩＯＰ）、テトラフェニルジプロピレングリコールジホスフィット（ＴＨＯ
Ｐ）、ポリ（ジプロピレングリコール）フェニルホスフィット（ＤＨＯＰ）、ドデシルジ
フェニルホスフィット（ＤＤＰＰ）、トリイソデシルホスフィット（ＴＤＰ）、トリスト
リデシルホスフィット（ＴＴＤＰ）及びトリラウリルホスフィット（ＴＬＰ）からなる群
より選択された少なくとも１種の亜ホスホン酸及び亜リン酸のエステル誘導体；
ｂ）メラミンシアヌレート；及び
ｃ）ポリウレタンポリマー基材
を含む請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
ａ）９，１０－ジヒドロ－９－オキサ－１０－ホスホリルフェナントレン－１０－オキシ
ド（ＤＯＰＯ）、ビス（２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェニル）－ペンタエリト
リトールジホスフィット、［（Ｃ6Ｈ5－Ｏ－）2Ｐ］2（－Ｏ－Ｃ2Ｈ4）2、［（Ｃ6Ｈ5

－Ｏ－）2Ｐ］2（－ＯＣ2Ｈ5）14（Ｃ6Ｈ5－Ｏ－Ｐ）6及びトリフェニルホスフィットか
らなる群より選択された少なくとも１種の亜ホスホン酸及び亜リン酸のエステル誘導体；
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ｂ）メラミンシアヌレート；及び
ｃ）ポリウレタンポリマー基材
を含む請求項１に記載の組成物。
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